
小テスト No.60 微分と積分 微分係数 

年 組 番 名前 ／20 

 

1. 関数 f x£ ¤xx2P3xについて，次のときの平均変化率を求めよ。 

(1) x が 2から 4まで変わるとき 

 

 

 

(2) x が aから aOhまで変わるとき 

 

 

 

 

 

2. 関数 f x£ ¤x2x2P3において，xx2 における微分係数を定義にしたがって求めよ。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

3. 放物線 yxPx2O1上の点 1, 0£ ¤における接線の傾きを求めよ。 



小テスト No.61 微分と積分 導関数 

年 組 番 名前 ／20 

 

1. 導関数の定義にしたがって，関数 f x£ ¤x2x2O1を微分せよ。 

 

 

 

 

 

 

 

2. 次の関数を［  ］内の文字を変数として微分せよ。 

(1) yxP2x2O3xP2  〔 x〕 

 

 

 

 

(2) yx xO1£ ¤ 3  〔 x〕 

 

 

 

 

(3) Sx4¼r2  〔 r〕 

 

 

 

 

3. 関数 f x£ ¤xx3Pax2O3xP2について，f´ P1£ ¤x0 となるような定数 aの値を求めよ。 



小テスト No.62 微分と積分 接線 

年 組 番 名前 ／20 

 

1. 曲線 yx2x2O3xO1上の点 P2, 3£ ¤における接線の方程式を求めよ。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2. 点 A 2, 2£ ¤から曲線 yxx2O2へ引いた接線の方程式を求めよ。 

 

 

 

 

 

 

 



小テスト No.63 微分と積分 関数の増減と極大・極小（1） 

年 組 番 名前 ／20 

 

1. 次の関数の増減を調べよ。 

(1) f x£ ¤xPx2O2x  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(2) f x£ ¤xx3P3x2P9xO2  



小テスト No.64 微分と積分 関数の増減と極大・極小（2） 

年 組 番 名前 ／20 

 

1. 関数 yxx3P3xO1の極値を求めよ。また，そのグラフをかけ。 



小テスト No.65 微分と積分 関数の増減と極大・極小（3） 

年 組 番 名前 ／20 

 

1. 関数 yx
1
2

x4P2x3O2x2の極値を求めよ。また，そのグラフをかけ。 



小テスト No.66 微分と積分 関数の増減と極大・極小（4） 

年 組 番 名前 ／20 

 

1. 関数 f x£ ¤x2x3Oax2ObxO1が xxP3で極大値，xx2 で極小値をとるような定数 a，

b の値を求めよ。 



小テスト No.67 微分と積分 関数の最大・最小（1） 

年 組 番 名前 ／20 

 

1. 関数 f x£ ¤x2x3P3x2P12xO3について，次の区間における最大値と最小値を求めよ。 

(1) P2TxT3  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(2) 0TxT4  



小テスト No.68 微分と積分 関数の最大・最小（2） 

年 組 番 名前 ／20 

 

1. 右の図のように，関数 

yxPx2O4   P2TxT2£ ¤  

のグラフ上の点 P x, y£ ¤から x軸に垂線 PHを

下ろす。また，点 Pから y軸に下ろした垂線の

延長とグラフとの交点を P´とし，点 P´から x

軸に垂線 P´H´を下ろす。このとき，長方形

PP´H´Hの面積をS とする 

(1) S をx を用いて表せ。 

 

 

 

 

 

 

 

 

(2) S の最大値を求めよ。 



小テスト No.69 微分と積分 方程式・不等式への応用（1） 

年 組 番 名前 ／20 

 

1. 3 次方程式 x3P12xP8Oax0 の異なる実数解の個数は，定数 aの値によってどのよう

に変わるか。 



小テスト No.70 微分と積分 方程式・不等式への応用（2） 

年 組 番 名前 ／20 

 

1. xU0 のとき，次の不等式が成り立つことを証明せよ。 

2x x 2P6£ ¤u3 x 2P7£ ¤  



小テスト No.71 微分と積分 不定積分 

年 組 番 名前 ／20 

 

1. 次の不定積分を求めよ。 

(1) R2x2dx  

 

 

 

 

(2) R 3x 2P3xO1£ ¤dx  

 

 

 

 

(3) R 3tP1£ ¤ 2tO1£ ¤dt  

 

 

 

 

 

2. F ´ x£ ¤x3x 2P5xO3，F 2£ ¤x0 を満たす関数 F x£ ¤を求めよ。 



小テスト No.72 微分と積分 定積分（1） 

年 組 番 名前 ／20 

 

1. 次の定積分を求めよ。 

(1) 
3R

1
x 2P3xO2£ ¤dx  

 

 

 

 

(2) 
1R

P1
t 2P5tO6£ ¤dt  

 

 

 

 

(3) 
1R

P2
x 2O5xP3£ ¤dxP

1R
P2

2x 2PxO3£ ¤dx  

 

 

 

 

 

 

 

 

(4) 
1R

0
3x 2Px£ ¤dxO

2R
1

3x 2Px£ ¤dx  



小テスト No.73 微分と積分 定積分（2） 

年 組 番 名前 ／20 

 

1. 次の等式を満たす関数 f x£ ¤を求めよ。 

f x£ ¤xx 2O2xO
3R

0
f t£ ¤dt  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2. 次の等式を満たす関数 f x£ ¤と定数 aの値を求めよ。 

xR
a

f t£ ¤dtxx 2P3xOa  



小テスト No.74 微分と積分 定積分と面積（1） 

年 組 番 名前 ／20 

 

1. 放物線 yxx2O2と x軸および 2直線 xxP1，xx2 で囲まれた図形の面積 Sを求めよ。 

 

 

 

 

 

 

 

 

2. 放物線 yxPx2O2xO3と x軸で囲まれた図形の面積 Sを求めよ。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

3. 放物線 yxx2OxP2と x軸で囲まれた図形の面積 Sを求めよ。 



小テスト No.75 微分と積分 定積分と面積（2） 

年 組 番 名前 ／20 

 

1. 曲線 yxx3P3x2O2x と x軸で囲まれた 2つの部分の面積の和を求めよ。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2. 2つの放物線 yxx 2P2，yxPx2O2xO2 で囲まれた図形の面積 Sを求めよ。 



小テスト解答 No.60 微分と積分 微分係数 

 

1. (1) 
f 4£ ¤Pf 2£ ¤

4P2 x
4 2P3 @ 4£ ¤P 2 2P3 @ 2£ ¤

2 x
4O2

2 x3  

(4点) 

 

(2) 
f aOh£ ¤Pf a£ ¤

aOh£ ¤Pa x
aOh£ ¤ 2P3 aOh£ ¤« ¬P a 2P3a£ ¤

h  

x
a2O2ahOh2P3aP3h£ ¤P a2P3a£ ¤

h  

x
h 2aOhP3£ ¤

h  

x2aP3Oh  

(6点) 

 

2. f´ 2£ ¤xlim
h!0

f 2Oh£ ¤Pf 2£ ¤
h  

xlim
h!0

2 2Oh£ ¤ 2P3« ¬P 2 @ 2 2P3£ ¤
h  

xlim
h!0

8O8hO2h2P3£ ¤P 8P3£ ¤
h  

xlim
h!0

2h 4Oh£ ¤
h  

xlim
h!0

2 4Oh£ ¤
 

x8  

(6点) 

 

3. 放物線 yxPx2O1上の点 1, 0£ ¤ における接線の傾きは，f x£ ¤xPx2O1 とおくと

f´ 1£ ¤に等しいから 

f´ 1£ ¤xlim
h!0

f 1Oh£ ¤Pf 1£ ¤
h  

xlim
h!0

P 1Oh£ ¤ 2O1« ¬P P1 2O1£ ¤
h  

xlim
h!0

P1P2hPh2O1£ ¤P P1O1£ ¤
h  

xlim
h!0

h P2Ph£ ¤
h  

xlim
h!0

P2Ph£ ¤
 

xP2  

(4点) 



小テスト解答 No.61 微分と積分 導関数 

 

1. f´ x£ ¤xlim
h!0

2 xOh£ ¤ 2O1« ¬P 2x 2O1£ ¤
h  

xlim
h!0

2x 2O4xhO2h2O1£ ¤P 2x 2O1£ ¤
h  

xlim
h!0

4xhO2h 2

h  

xlim
h!0

h 4xO2h£ ¤
h  

xlim
h!0

4xO2h£ ¤
 

x4x  

(4点) 

 

2. (1) y´x P2x2O3xP2£ ¤́  

xP2 x2£ ¤́ O3 x£ ¤́ P 2£ ¤́  

xP2 @ 2xO3 @ 1P0  

xP4xO3  

(4点) 

 

(2) y´x x3O3x2O3xO1£ ¤́  

x x3£ ¤́ O3 x2£ ¤́ O3 x£ ¤́ O 1£ ¤́  

x3x2O3 @ 2xO3 @ 1O0  

x3x2O6xO3  

(4点) 

 

(3) 
dS
dr x 4¼r2£ ¤́  

x4¼ @ 2r  

x8¼r  

(4点) 

 

3. f x£ ¤xx3Pax2O3xP2であるから 

f´ x£ ¤x3x2P2axO3  

したがって  f´ P1£ ¤x3O2aO3x0  

2axP6  

よって  axP3  

(4点) 



小テスト解答 No.62 微分と積分 接線 

 

1. f x£ ¤x2x2O3xO1とおくと 

f´ x£ ¤x4xO3  

よって，接線の傾きは 

f´ P2£ ¤xP5  

したがって，接線の方程式は 

yP3xP5 xO2£ ¤  

すなわち 

yxP5xP7  

(8点) 

 

 

2. 接点をP a, a2O2£ ¤とおく。 

y´x2xであるから，接線の傾きは 2aである。 

よって，接線 APの方程式は 

yP a 2O2£ ¤x2a xPa£ ¤  

すなわち  yx2axPa 2O2  ……① 

①が点 2, 2£ ¤を通るから 

2x4aPa 2O2  

整理すると 

a 2P4ax0  

a aP4£ ¤x0  

ゆえに 

ax0，4  

これらを①に代入して 

ax0 のとき  yx2  

ax4 のとき  yx8xP14  

よって，求める接線の方程式は 

yx2，  yx8xP14  

(12点) 



小テスト解答 No.63 微分と積分 関数の増減と極大・極小(1) 

 

1. (1) f´ x£ ¤xP2xO2xP2 xP1£ ¤  

f´ x£ ¤x0 となる xは  xx1  

xt1のとき  f´ x£ ¤u0  

1txのとき  f´ x£ ¤t0  

よって，f´ x£ ¤の符号および f x£ ¤の増減は次の表のようになる。 

x  …… 1  …… 

f´ x£ ¤  O  0  P  

f x£ ¤  %  1  &  

したがって  区間 xT1  で増加 

区間 1Tx  で減少 

(8点) 

 

(2) f´ x£ ¤x3x2P6xP9x3 x2P2xP3£ ¤x3 xO1£ ¤ xP3£ ¤  

f´ x£ ¤x0 となるx は  xxP1 ，3  

xtP1，3txのとき  f´ x£ ¤u0  

P1txt3のとき    f´ x£ ¤t0  

よって，f´ x£ ¤の符号および f x£ ¤の増減は次の表のようになる。 

x  …… P1  …… 3  …… 

f´ x£ ¤  O  0  P  0  O  

f x£ ¤  %  7  &  P25  %  

したがって  区間 xTP1  と 区間 3Tx  で増加 

区間 P1TxT3  で減少 

(12点) 



小テスト解答 No.64 微分と積分 関数の増減と極大・極小(2) 

 

1. y´x3x2P3x3 x2P1£ ¤x3 xO1£ ¤ xP1£ ¤  

y´x0 となるx は  xxP1 ，1  

よって，y の増減表は次のようになる。 

x  …… P1  …… 1  …… 

y´  O  0  P  0  O  

y  %  
極大 

3  
&  

極小 

P1  
%  

よって， yの極値は次のようになる。 

xxP1 のとき 極大値 3  

xx1 のとき  極小値P1  

また，この関数のグラフは下の図のようになる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(20点) 



小テスト解答 No.65 微分と積分 関数の増減と極大・極小(3) 

 

1. y´x2x3P6x2O4xx2x x2P3xO2£ ¤x2x xP1£ ¤ xP2£ ¤  

y´x0 となるx は  xx1，2  

よって，y の増減表は次のようになる。 

x  …… 0  …… 1  …… 2  …… 

y´  P  0  O  0  P  0  O  

y  &  
極小 

0  
%  

極大 

1
2  

&  
極小 

0  
%  

よって， yの極値は次のようになる。 

xx1のとき    極大値
1
2  

xx0，2のとき  極小値 0  

また，この関数のグラフは下の図のようになる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(20点) 

 



小テスト解答 No.66 微分と積分 関数の増減と極大・極小(4) 

 

1. f´ x£ ¤x6x2O2axOb  

関数f x£ ¤は xxP3， xx2で極値をとるから 

f´ P3£ ¤x0 ，  f´ 2£ ¤x0  

すなわち  54P6aObx0，  24O4aObx0  

これを解くと  ax3 ，  bxP36  

したがって   f x£ ¤x2x3O3x2P36xO1  

このとき    f´ x£ ¤x6x2O6xP36x6 xO3£ ¤ xP2£ ¤  

よって，f x£ ¤の増減表は次のようになる。 

x  …… P3  …… 2  …… 

f´ x£ ¤  O  0  P  0  O  

f x£ ¤  %  極大 &  極小 %  

したがって，f x£ ¤は確かに xxP3で極大値，xx2 で極小値をとる。 

以上より，求める a，bの値は  ax3 ，  bxP36  

(20点) 



小テスト解答 No.67 微分と積分 関数の最大・最小(1) 

 

1. (1) f´ x£ ¤x6x2P6xP12x6 xO1£ ¤ xP2£ ¤であるから， 

区間P2TxT3 において，f x£ ¤の増減表は次のようになる。 

x  P2  …… P1  …… 2  …… 3  

f´ x£ ¤   O  0  P  0  O   

f x£ ¤  P1  %  
極大 

10  
&  

極小 

P17  
%  P6  

ゆえに，f x£ ¤は 

xxP1 のとき  最大値10  

xx2 のとき   最小値P17  

をとる。 

(10点) 

 

(2) (1)より，区間 0TxT4において，f x£ ¤の増減表は次のようになる。 

x  0  …… 2  …… 4  

f´ x£ ¤   P  0  O   

f x£ ¤  3  &  
極小 

P17  
%  35  

ゆえに，f x£ ¤は 

xx4のとき  最大値35  

xx2 のとき  最小値P17  

をとる。 

(10点) 



小テスト解答 No.68 微分と積分 関数の最大・最小(2) 

 

1. (1) P´ Px, y£ ¤，H x, 0£ ¤，H´ Px, 0£ ¤であり， 

yxPx2O4であるから， 

SxH´H @ PH  

x2x Px2O4£ ¤  

xP2x3O8x  

ただし，0txt2  

(6点) 

 

(2) (1)で求めた Sを xで微分して 

dS
dx xP6x 2O8  

xP6 x 2P
4
3Ã Ä  

xP6 xO
2 3

3
Ã Ä xP

2 3
3

Ã Ä  

0txt2 における Sの増減表は次のようになる。 

x  0  …… 
2 3

3
 …… 2  

dS
dx   O  0  P   

S   %  

極大 

32 3
9

 
&   

よって，xx
2 3

3
のとき，S は最大値 32 3

9
をとる。 

(14点) 



小テスト解答 No.69 微分と積分 方程式・不等式への応用(1) 

 

1. 3 次方程式  x3P12xP8Oax0  ……① 

を変形すると 

Px3O12xO8xa  

ここで，f x£ ¤xPx3O12xO8 とおくと，yxf x£ ¤のグラフと直線 yxaの共有点の個

数は，3 次方程式①の異なる実数解の個数と一致する。 

また 

f´ x£ ¤xP3x2O12xP3 x2P4£ ¤xP3 xO2£ ¤ xP2£ ¤  

よって，f x£ ¤の増減表は次のようになる。 

x  …… P2  …… 2  …… 

f´ x£ ¤  P  0  O  0  P  

f x£ ¤  &  
極小 

P8  
%  

極大 

24  
&  

これより，yxf x£ ¤のグラフをかくと右

の図のようになる 

よって，3 次方程式①の異なる実数解の

個数は，次のようになる。 

atP8 ，24ta のとき  1 個 

axP8 ，24   のとき  2 個 

P8tat24   のとき  3 個 

 

 

(20点) 



小テスト解答 No.70 微分と積分 方程式・不等式への応用(2) 

 

1.   f x£ ¤x2x x2P6£ ¤P3 x2P7£ ¤  

x2x3P3x2P12xO21  

とおくと 

f´ x£ ¤x6x2P6xP12  

x6 x2PxP2£ ¤  

x6 xO1£ ¤ xP2£ ¤  

xU0 の範囲において，f x£ ¤の増減表は次のようになる。 

x  0  …… 2  …… 

f´ x£ ¤   P  0  O  

f x£ ¤  21  &  
極小 

1  
%  

これより，xU0 におけるf x£ ¤の最小値はf 2£ ¤x1であるから 

f x£ ¤u0  

すなわち 

2x x2P6£ ¤P3 x2P7£ ¤u0  

ゆえに，xU0 のとき 

2x x 2P6£ ¤u3 x 2P7£ ¤  

(20点) 



小テスト解答 No.71 微分と積分 不定積分 

 

1. (1) R2x 2dxx2 Rx 2dx  

x2 @
1
3

x 3OC  

x
2
3

x 3OC   (C は積分定数) 

(4点) 

 

(2) R 3x 2P3xO1£ ¤dxx3Rx 2dxP3RxdxORdx  

x3 @
1
3

x 3P3 @
1
2

x 2OxOC  

xx3P
3
2

x2OxOC   (C は積分定数) 

(4点) 

 

(3) R 3tP1£ ¤ 2tO1£ ¤dtxR 6t 2OtP1£ ¤dt  

x6Rt 2dtORtdtPRdt  

x6 @
1
3

t 3O
1
2

t 2PtOC  

x2t 3O
1
2

t 2PtOC   (C は積分定数) 

(4点) 

 

2. F ´ x£ ¤x3x2P5xO3より 

F x£ ¤xR 3x2P5xO3£ ¤dx  

xx3P
5
2

x2O3xOC   (C は積分定数) 

F 2£ ¤x0 より  2 3P
5
2 @ 2 2O3 @ 2OCx0  

よって  CxP4  

ゆえに  F x£ ¤xx3P
5
2

x2O3xP4  

(8点) 



小テスト解答 No.72 微分と積分 定積分(1) 

 

1. (1) 
3R

1
x 2P3xO2£ ¤dxx

1
3

x 3P
3
2

x 2O2xÅ Æ 3

1
 

x
1
3 @ 3 3P

3
2 @ 3 2O2 @ 3Ã ÄP

1
3 @ 1 3P

3
2 @ 1 2O2 @1Ã Ä  

x
2
3  

(5点) 

 

(2) 
1R

P1
t 2P5tO6£ ¤dtx

1
3

t 3P
5
2

t 2O6tÅ Æ 1

P1
 

x
1
3 @ 13P

5
2 @ 12O6 @ 1Ã ÄP

1
3 @ P1£ ¤ 3P

5
2 @ P1£ ¤ 2O6 @ P1£ ¤Ç È  

x
38
3  

(5点) 

 

(3) 
1R

P2
x 2O5xP3£ ¤dxP

1R
P2

2x 2PxO3£ ¤dxx
1R

P2
x 2O5xP3£ ¤P 2x 2PxO3£ ¤« ¬dx  

x
1R

P2
Px2O6xP6£ ¤dx  

x P
1
3

x3O3x2P6xÅ Æ 1

P2
 

x P
1
3 @ 1 3O3 @ 1 2P6 @ 1Ã Ä  

P P
1
3 @ P2£ ¤ 3O3 @ P2£ ¤ 2P6 @ P2£ ¤Ç È  

xP30  

(5点) 

 

(4) 
1R

0
3x 2Px£ ¤dxO

2R
1

3x 2Px£ ¤dxx
2R

0
3x 2Px£ ¤dx  

x x 3P
1
2

x 2Å Æ 2

0
 

x 2 3P
1
2 @ 2 2Ã ÄP0  

x6  

(5点) 



小テスト解答 No.73 微分と積分 定積分(2) 

 

1. 
3R

0
f t£ ¤dtは定数であるから 

kx
3R

0
f t£ ¤dt           ……① 

とおくと 

f x£ ¤xx2O2xOk         ……② 

①，②より 

kx
3R

0
f t£ ¤dtx

3R
0

t 2O2tOk£ ¤dt  

x
1
3

t 3Ot 2OktÅ Æ 3

0
 

x3kO18  

したがって 

kx3kO18  

すなわち 

kxP9  

ゆえに 

f x£ ¤xx2O2xP9  

(8点) 

 

 

2. 与えられた等式の両辺を xで微分すると 

d
dx

xR
a

f t£ ¤dtx
d

dx
x2P3xOa£ ¤  

よって 

f x£ ¤x2xP3  

また，与えられた等式にxxa を代入すると
aR

a
f t£ ¤dtx0 であるから 

0xa2P3aOa  

すなわち 

a aP2£ ¤x0  

これを解いて 

ax0，2  

したがって 

f x£ ¤x2xP3，  ax0，2  

(12点) 



小テスト解答 No.74 微分と積分 定積分と面積(1) 

 

1. 区間P1TxT2 では 

yu0  

よって，求める図形の面積 Sは 

Sx
2R

P1
x 2O2£ ¤dx  

x
1
3

x 3O2xÅ Æ 2

P1
 

x9  

(4点) 

 

2. 放物線 yxPx2O2xO3とx 軸との交点のx 座標は，方程式 

Px2O2xO3x0  

の解であるから 

xxP1 ，3  

区間P1TxT3では  yU0  

よって，求める面積 Sは 

Sx
3R

P1
Px 2O2xO3£ ¤dx  

x P
1
3

x 3Ox 2O3xÅ Æ 3

P1
 

x
32
3  

(8点) 

 

3. 放物線 yxx2OxP2とx 軸との交点のx 座標は，方程式 

x2OxP2x0  

の解であるから 

xxP2 ，1  

区間P2TxT1 では  yT0  

よって，求める面積 Sは 

SxP
1R

P2
x 2OxP2£ ¤dx  

xP
1
3

x 3O
1
2

x 2P2xÅ Æ 1

P2
 

x
9
2  

(8点) 



小テスト解答 No.75 微分と積分 定積分と面積(2) 

 

1. 曲線 yxx3P3x2O2x と x軸との交点の x座標は，

方程式 

x3P3x2O2xx0  

の解である。 

x xP1£ ¤ xP2£ ¤x0 より 

xx0，1，2  

区間 0TxT1では yU0  

区間 1TxT2では yT0  

よって，求める面積の和は 

1R
0

x 3P3x 2O2x£ ¤dxP
2R

1
x 3P3x 2O2x£ ¤dx  

x
1
4

x 4Px 3Ox 2Å Æ 1

0
P

1
4

x 4Px 3Ox 2Å Æ 2

1
 

x
1
2  

(10点) 

 

 

2. 2 つの放物線の交点のx 座標は，方程式 

x2P2xPx2O2xO2  

の解 xxP1, 2である。 

区間P1TxT2 では 

Px2O2xO2Ux2P2  

であるから，求める面積S は 

Sx
2R

P1
Px 2O2xO2£ ¤P x 2P2£ ¤« ¬dx  

x
2R

P1
P2x 2O2xO4£ ¤dx  

x P
2
3

x3Ox2O4xÅ Æ 2

P1
 

x9  

(10点) 


